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山
梨
県
南
部
町
の
西
行
伝
承

　

―
西
行
舊
跡
系
圖
・
富
士
見
西
行
・
西
行
峠
の
伝
承
の
位
相
―
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◆ キーワード　西行舊跡系圖／富士見西行／西行戻し／新道、鉄道の開通／西行峠と観光

凡
そ
世
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
「
虚
妄
」
と
観
じ
、
虚
空
の
如
き

心
を
も
っ
て
俯
瞰
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
虚
も
実
も
存
在
し
な
い
。

西
行
に
近
づ
く
に
は
、
そ
う
い
う
方
法
し
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
白
洲
正
子
『
西
行
』）

は
じ
め
に

　

山
梨
県
南
巨
摩
郡
南
部
町
（
旧
富
沢
町
万
沢
字
西
行
）
に
は
、
西
行
の

同
族
、
佐
藤
氏
の
末
裔
を
名
乗
る
遠
藤
家
の
所
蔵
す
る
「
西
行
舊
跡
系
圖（

１
）」

を
は
じ
め
、「
盆
中
の
富
士
」
で
知
ら
れ
る
甲
州
富
士
見
三
景
の
一
つ
、
西

行
坂
の
富
士
見
西
行
の
伝
承
、
西
行
峠
で
山
賤
と
の
歌
問
答
に
敗
れ
た
西

行
が
、
そ
こ
か
ら
引
き
返
し
た
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
西
行
戻
し
」
の
伝

承
、
小
字
の
西
行
と
い
う
地
名
な
ど
、
複
数
の
西
行
伝
承
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

　

本
稿
で
は
、
遠
藤
家
蔵
「
西
行
舊
跡
系
圖
」
を
紹
介
し
な
が
ら
、
西
行

地
域
に
伝
承
さ
れ
る
複
数
の
西
行
伝
承
の
整
理
を
行
い
、
そ
の
伝
承
の
位

相
を
探
り
た
い
。

一
、
遠
藤
家
の
「
西
行
舊
跡
系
圖
」

　

南
部
町
万
沢
字
西
行
の
遠
藤
家
に
は
、
同
家
と
西
行
と
の
関
係
を
記
し

た
「
西
行
舊
跡
系
圖
」
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
西
行
舊
跡
系
圖
」
に
は
、

遠
藤
家
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
内
容
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、

西
行
に
関
す
る
記
事
だ
け
を
紹
介
す
る
。
以
下
、
①
～
⑰
の
番
号
、
代
目
、

（　

）
内
の
西
暦
は
、
筆
者
が
補
足
し
て
記
し
た
。

　
①�

遠
藤
家
は
、
天
兒
屋
根
之
命
の
裔
、
大
織
冠
中
臣
鎌
足
の
末
流
、
田
原

藤
太
秀
郷
七
世
の
孫
に
連
な
る
佐
藤
憲
清
（
西
行
）
と
同
族
で
あ
る
。

②�
保
元
二
年
（
一
一
五
七
）
初
代
、
佐
藤
又
十
郎
秀
行

（
２
）は

、
西
行
同
様
に

武
道
を
捨
て
、
万
沢
上
越
度
山
の
麓
の
地
に
来
て
農
民
と
な
っ
た
。

③�

建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
西
行
が
駿
河
方
面
か
ら
や
っ
て
来
て
、
同
族

の
初
代
、
佐
藤
又
十
郎
秀
行
を
訪
ね
た
。
佐
藤
家
所
有
の
大
榎
の
う
ろ

穴
に
十
数
月
滞
在
し
た
後
、
東
国
を
目
指
し
て
去
っ
た
と
い
う
。
こ
の
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時
、
上
越
度
山
頂
、
後
の
西
行
峠
に
て
西
行
は
、「
甲
斐
根
に
来
つ
ゝ
な

れ
に
し
旅
衣　

春
雨
し
の
ぐ
峯
の
松
か
げ（

３
）」

の
歌
を
詠
ん
だ
。

④
元
仁
元
年
（
一
二
二
四
）
初
代
、
佐
藤
又
十
郎
秀
行
、
七
月
死
去
。

⑤�

元
弘
元
年
（
一
三
三
一
）
頃
、
五
代
目
、
佐
藤
友
之
助
は
、
村
役
を
務

め
西
行
の
遺
風
を
守
り
、
西
行
を
朝
夕
尊
崇
し
た
。

⑥�

天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
二
十
四
代
目
、
佐
藤
与
三
郎
の
代
に
火
災
で
、

西
行
の
寝
泊
り
し
た
、
大
榎
が
焼
失
。

⑦�

天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
八
月
、
福
士
村
生
ま
れ
の
遠
藤
氏
、
佐
藤

家
に
入
籍
。

⑧�

正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
二
十
五
代
目
、
遠
藤
五
左
エ
門
。
正
保
元
年
、

天
下
系
図
改
に
よ
っ
て
佐
藤
を
廃
し
、
こ
れ
よ
り
自
己
産
家
の
姓
を
用

い
て
、
遠
藤
姓
と
な
る
。

⑨�

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
二
十
七
代
目
、
遠
藤
又
兵
衛
、
所
有
地
縄
受
、

当
時
役
人
、
萩
原
孫
四
郎

（
４
）の

尋
ね
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
西
行
来
遊
を
記

し
た
当
家
系
図
を
差
し
出
す
。

⑩�

寛
文
十
年
（
一
六
七
○
）
二
月
中
旬
、
系
図
を
見
た
役
人
が
旧
跡
に
感

じ
て
、
上
越
度
村
を
西
行
村
へ
、
上
越
度
山
を
西
行
峠
へ
と
、
地
名
が

変
更

（
５
）さ

れ
る
。

⑪�

享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
正
月
、
火
事
に
よ
り
、
西
行
の
宝
物
が
す
べ

て
焼
失
。

⑫
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
西
行
峠
の
大
松
、
落
雷
に
よ
り
焼
失
。

⑬�

文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
三
十
三
代
、
遠
藤
利
八
、
井
戸
を
掘
り
、
西

行
清
水
井
と
名
づ
け
る
。
西
行
峠
、
開
山
の
元
祖
。

⑭�

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
三
十
四
代
、
遠
藤
平
助
、
三
十
六
歳
の
時
、

西
行
峠
寿
量
坊

（
６
）建

立
の
た
め
屋
敷
を
献
上
。

⑮�

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
旧
二
月
十
五
日
、
三
十
六
代
、
遠
藤
憲

次
、
西
行
法
師
第
七
○
○
年
忌
供
養
。

⑯�

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
三
十
六
代
、
遠
藤
憲
次
、
西
行
峠
の
写

真
を
撮
る
。

⑰�

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
八
月
、
三
十
七
代
、
遠
藤
憲
明
、
次
男
、

遠
藤
憲
三
誕
生
を
も
つ
て
「
西
行
舊
跡
系
圖
」
終
わ
る
。

　
「
西
行
舊
跡
系
圖
」
末
尾
の
余
白
に
「
西
行
峠　

明
治
三
十
七
年
三
月

　

蜜
柑
植
付
」「
大
正
九
年
九
月
写
之
」
と
書
き
込
ま
れ
、
続
け
て
「
弐

十
本
の
歯
を
ま
だ
塩
で
磨
き
け
り　

六
十
四
の
春
の
花
見
に　

憲
次
」
と

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
西
行
舊
跡
系
圖
」
は
、
大
正
九
年
九
月
頃
、

三
十
六
代
、
遠
藤
憲
次
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
西
行
舊
跡
系
圖
」
に
よ
れ
ば
、
遠
藤
憲
次
は
、
明
治
二
十
四
年
旧
二
月

十
五
日
に
、
西
行
法
師
第
七
○
○
年
忌
供
養
を
行
っ
た
人
物
で
あ
り
、
萬

澤
銀
行
の
支
配
人
も
務
め
て
い
た
。
昭
和
七
年
刊
行
の
『
萬
澤
村
誌（

７
）』

に

は
、
村
の
収
入
役
と
し
て
そ
の
名
前
が
見
え
る
。

　

憲
次
の
名
は
、
銀
行
の
支
配
人
、
村
の
収
入
役
と
い
っ
た
実
務
的
な

仕
事
の
記
録
ば
か
り
で
な
く
、「
西
行
舊
跡
系
圖
」
末
尾
の
歌
や
、
明
治

三
十
二
年
四
月
、
西
行
地
区
の
氏
神
、
左
口
神
社
拝
殿
天
井
修
繕
の
際
、

格
天
井
の
各
桝
に
は
め
込
ま
れ
た
絵
入
り
の
歌
を
奉
納
す
る
な
ど
、
文
芸

の
分
野
に
も
関
心
が
深
か
っ
た
。「
明
治
三
十
二
年
四
月
組
内
一
結　

當
社
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天
井
修
繕　

世
話
人
」「
発
句
催
主
」
と
そ
れ
ぞ
れ
板
に
墨
文
字
で
書
か
れ
、

左
口
神
社
拝
殿
の
中
に
残
さ
れ
て
い
る
記
録
に
も
、
世
話
人
の
一
人
と
し

て
憲
次
の
名
が
見
え
る
。

　

左
口
神
社
の
祭
神
は
、
左
口
大
明
神
（
保
食
神
）、
七
面
大
明
神
、
大
山

祇
神
で
、
祭
神
の
中
で
も
特
に
七
面
大
明
神
は
、
法
華
経
と
日
蓮
宗
、
身

延
山
久
遠
寺
の
守
護
神
と
さ
れ
て
い
る
。

　

遠
藤
憲
次
に
つ
い
て
は
、
憲
次
の
次
男
、
遠
藤
利
明
の
歌
集
『
無
記
の

こ
こ
ろ（

８
）』

に
詳
し
い
。
憲
次
と
西
行
に
関
す
る
歌
の
一
部
を
次
に
紹
介
す

る
。

西
行
有
縁

　

�

い
つ
の
世
に
誰
が
つ
け
た
か
ふ
る
さ
と
の
西
行
の
名
よ
ま
ぼ
ろ
し

の
名
よ

　

甲
州
の
最
南
端
に
生
ま
れ
た
り
今
も
地
名
を
西
行
と
い
う

　

仏
壇
に
西
行
法
師
の
位
牌
あ
り
屋
敷
の
中
に
祠
も
あ
る
に

　

�

確
証
の
無
く
て
地
名
の
み
西
行
と
い
う
に
惹
か
る
る
吾
れ
を
あ
わ

れ
む

　

亡
き
父
は
吾
が
若
き
頃
山
家
集
一
冊
を
吾
に
手
渡
し
に
け
り

　

亡
き
父
が
絵
に
ま
で
刷
て
楽
し
め
る
西
行
峠
よ
蜜
柑
畑
よ

　

西
行
は
盆
中
の
富
士
に
見
と
れ
け
む
松
高
く
立
西
行
峠

　

�

西
行
が
盆
中
の
富
士
よ
と
眺
め
た
る
西
行
峠
よ
ふ
る
さ
と
の
山

雉
子
啼
く

　

�

祖
父
以
来
四
代
も
使
う
憲
の
文
字
よ
く
よ
く
西
行
に
ひ
か
れ
た
る
家

亡
き
父
・
亡
き
母

　

山
家
集
一
冊
を
わ
れ
に
く
れ
し
人
さ
び
し
き
人
を
亡
き
父
に
知
る

　

�

遠
き
祖
に
利
八
と
言
う
あ
り
一
字
と
り
て
汝
が
名
と
せ
し
と
父
の

た
ま
い
き

　

利
明
の
歌
か
ら
、
父
、
憲
次
か
ら
西
行
の
歌
集
『
山
家
集
』
を
手
渡
さ

れ
た
こ
と
、
西
行
の
出
家
前
の
名
前
、
憲
清
の
「
憲
」
の
字
を
、
三
十
五

代
目
の
憲
成
か
ら
は
じ
め
て
、
憲
次
、
憲
明
、
憲
三
と
四
代
に
渡
っ
て

「
憲
」
の
字
を
使
っ
て
い
る
こ
と
、
利
明
の
名
前
は
、
父
で
あ
る
憲
次
が

三
十
三
代
目
の
利
八
か
ら
名
づ
け
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。

　

三
十
三
代
目
の
利
八
は
、
西
行
峠
開
山
の
元
祖
と
「
西
行
舊
跡
系
圖
」

に
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
遠
藤
家
は
、
元
は
西
行
峠
の
上
り
口
の
西
行

で
は
な
く
、
西
行
峠
付
近
の
増
野
に
あ
っ
た
。

　

日
蓮
宗
の
本
山
、
身
延
山
久
遠
寺
に
連
な
る
万
沢
地
区
に
あ
る
長
寿
山

顕
本
寺
の
末
寺
で
、
西
行
峠
に
明
治
初
年
ま
で
あ
っ
た
寿
量
坊
建
立
の
た

め
三
十
四
代
目
の
平
助
が
、
家
屋
敷
を
献
上
す
る
な
ど
、
西
行
峠
に
あ
っ

た
寺
院
、
寿
量
坊
と
の
関
係
も
深
か
っ
た
。
現
在
、
寿
量
坊
に
あ
っ
た
西

行
の
石
像
（
写
真
１
参
照
）
が
、
西
行
地
区
の
大
玄
坊
に
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
（
遠
藤
武
志
（
昭
和
八
年
生
）
談
）
か
ら
、
寿
量
坊
が
西
行
伝
承
に

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
像
は
長
年
の
風
雨
に
よ
っ
て
磨
り
減
っ

て
い
る
が
、
手
に
笠
を
持
つ
富
士
見
西
行
の
意
匠
が
見
え
る
。

　

ま
た
、
三
十
五
代
目
の
憲
成
か
ら
は
じ
ま
っ
た
西
行
を
意
識
し
た
「
憲
」

の
字
の
入
っ
た
名
前
、
憲
成
の
墓
石
に
刻
ま
れ
た
辞
世
の
歌
な
ど
、
憲
成
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の
代
に
は
す
で
に
当
主
が
和
歌
を
詠
む
家
風
が
遠
藤
家
に
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
憲
成
の
辞
世
を
墓
石
に
刻
し
て
建
立
し
た
の
は
憲
次

で
あ
る
。

　

憲
成
の
次
の
遠
藤
家
当
主
、
憲
次
は
、
憲
成
同
様
、
和
歌
の
実
作
者
、

ま
た
西
行
峠
を
所
有
す
る
地
域
の
旧
家
の
当
主
と
し
て
、
西
行
思
慕
の
心

情
か
ら
、
お
そ
ら
く
遠
藤
家
系
図
の
原
本
（
現
在
、
未
発
見
）
を
元
に
「
西

行
舊
跡
系
圖
」
を
作
り
、
西
行
法
師
第
七
○
○
年
忌
供
養
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
遠
藤
家
と
西
行
と
の
関
係
を
地
域
の
内
外
に
示
し
た
い
と
強
く

考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
方
で
明
治
九
年
に
は
西
行
峠
を
迂
回
す
る
新
道
の
開
通
、
さ
ら
に
大

正
七
年
に
は
、
富
士
身
延
鉄
道
（
現
、
Ｊ
Ｒ
身
延
線
）
が
、
富
士
か
ら
十

島
駅
ま
で
開
通
し
、
西
行
峠
は
峠
道
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
。
ま
た
、

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
山
梨
鑑（

９
）』

に
、
甲
州
富

士
見
三
景
の
一
つ
と
し
て
西
行
坂
（
同
書
で
は
、
西
行
峠
で
な
く
西
行
坂

と
な
っ
て
い
る
）
の
「
盆
中
の
富
士
」
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
遠
藤
家
の
西

行
伝
承
に
は
触
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
新
道
と
鉄
道
の
開
通
に
よ
っ
て

宣
伝
さ
れ
る
公
的
機
関
の
富
士
見
西
行
伝
承
へ
の
意
識
も
、
憲
次
が
「
西

行
舊
跡
系
圖
」
を
作
っ
た
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
西
行
坂
と
富
士
見
西
行

　

西
行
坂
と
富
士
見
西
行
の
記
事
は
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
刊
行

の
地
誌
『
甲
斐
国
志
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

○
西
行
坂

同村　

村
ノ
北
駿
州
路
ニ
小
阪
ア
リ
民
戸
ア
ル
処
ヲ
西
行

村
ト
名

　
　
ヅク

富
士
川
此
ニ
漲
リ
東
ヘ
転
ズ
ル
ヲ
西
行
滝
ト
云

　
　
フ

岸
　
　
ノ

上
高

キ
処
ニ
一
株
ノ
松
ア
リ
老
大
ニ
シ
テ
地
ヲ
覆
ヒ
盤バ

ン
コ
ン根

多
ク
露
ハ
ル
実

ニ
数
百
歳
ノ
物
ナ
リ
里
人
ノ
説
ニ
西
行
此

　
　
ノ

丘
上
ニ
廬
シ
テ
憩ケ

イ
ソ
ク息

セ

リ
駿
河
ナ
ル
富
士
ノ
烟

ケ
ブ
リノ

空
ニ
消

　
　
エテ

ト
詠
ゼ
シ
ハ
此
処
ナ
リ
因

　
　
リテ

地

ニ
名
ヅ
ク
ト
云
々
…
中
略
…　

西
行
去　

　
リテ

後
里
人
石
像
ヲ
作
リ
此

　
　
ノ

樹
下
ニ
安

　
　
ンゼ

リ
世
ニ
伝

　
　
フル

富
士
見
西
行

ノ
図
ハ
蓋
シ
是

　
　
レヨ

リ
模
ス
ル

ナ
リ
ト
云

　
　
フ

此
　
　
ノ

石
像
今
ハ
所
在
ヲ
失
セ
リ
東

ノ
山
低
ク
平
ニ
其

　
　
ノ

上
ニ

富
士
山
現
ハ
レ
積
雪
常
ニ
皎
ク
恰

　
　
カモ

盆
中
ニ
盛

ル
ガ
如
シ
北
ニ
河
灘

ヲ
遥ヨ

ウ
テ
ウ眺

シ
風
景
殊
ニ
勝
レ
タ
リ
富
士
ノ
画
ニ
前
ニ
山
ヲ
置
キ
又
月

ヲ
添

　
　
へタ

ル
ハ
皆

ナ
本
州
ヨ
リ
望
ム
所
ノ
山
形
ナ
リ
ト
云

　
　
フコ

ト
然
モ
ア

ラ
ン
カ

　

こ
こ
で
は
、「
西
行
舊
跡
系
圖
」
に
あ
っ
た
西
行
峠
は
、
西
行
坂
と
記
さ

写真 1　西行像
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れ
て
い
る
。
西
行

坂
の
こ
と
は
、
西

行
の
松
の
記
事
と

と
も
に
、
深
草
元

政
『
身
延
道
の
記

（
（（
（

』

万
治
二
年
（
一
六

五
九
）
や
、
加
賀

美
遠
清
『
甲
陽
随

筆
（
（（
（

』
天
明
期
（
一

七
八
一
～
一
七
八

八
）
に
も
記
さ
れ

て
い
る
が
、
富
士

山
を
詠
ん
だ
西
行

の
和
歌
や
、
富
士

見
西
行
、
盆
中
の

富
士
の
記
事
と
と

も
に
記
さ
れ
た
の

は
、
管
見
に
よ
れ

ば
『
甲
斐
国
志
』

が
初
出
で
あ
る
。

　
『
甲
斐
国
志
』
に
は
、
西
行
村
、
西
行
滝
な
ど
西
行
に
ま
つ
わ
る
地
名
が

見
ら
れ
、
西
行
が
西
行
坂
の
上
に
庵
を
つ
く
り
安
ら
い
だ
折
、
富
士
の
和

歌
を
詠
じ
た
こ
と
か
ら
そ
の
よ
う
な
地
名
と
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
ま

た
、
西
行
が
去
っ
た
後
、
村
人
が
、
富
士
見
西
行
の
石
像（

（（
（

を
つ
く
り
置
い

た
こ
と
に
よ
り
、
世
の
富
士
見
西
行
図（

（（
（

は
、
こ
れ
を
模
し
た
と
も
記
し
て

い
る
。
後
に
、
富
士
見
西
行
の
石
像
は
失
わ
れ
た
が
、
こ
こ
か
ら
見
え
る

富
士
山
が
、「
盆
中
の
富
士
」（
写
真
２
参
照
）
と
呼
ば
れ
る
名
勝
地
で
あ

り
、
富
士
を
描
い
た
画
は
、
み
な
こ
の
富
士
の
山
形
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、『
甲
斐
国
志
』
に
あ
る
富
士
山
を
詠
ん
だ
西
行
の
歌
「
駿
河
ナ

ル
富
士
ノ
烟
ノ
空
ニ
消
エ
テ
」
は
、『
新
古
今
和
歌
集
』
で
は
「
風
に
な
び

く
富
士
の
け
ぶ
り
の
空
に
消
え
て
ゆ
く
へ
も
知
ら
ぬ
わ
が
思
ひ
か
な

（
（（
（

」
と

あ
り
、
歌
が
違
っ
て
い
る
。『
甲
斐
国
志
』
が
何
を
元
に
「
駿
河
ナ
ル
富
士

ノ
烟
ノ
空
ニ
消
エ
テ
」
と
記
し
た
か
分
か
ら
な
い
が
、
同
様
の
西
行
の
歌

は
、
中
世
の
末
頃
書
か
れ
た
『
月
刈
藻
集

（
（（
（

』
に
も
見
え
る
。

　

ま
た
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
に
出
た
『
山
梨
鑑
』
に
は
、
西

行
坂
や
西
行
の
庵
の
記
事
と
と
も
に
、
こ
ち
ら
は
、『
新
古
今
和
歌
集
』
の

西
行
の
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
大
正
七
年
に
は
『
山
梨
鑑
』
を
見
た
大
町

桂
月
が
、
開
通
し
た
富
士
身
延
鉄
道
に
乗
っ
て
、
富
士
見
三
景
、
西
行
坂

を
尋
ね
、
紀
行
文
「
富
士
見
三
景
め
ぐ
り

（
（（
（

」
を
記
し
て
い
る
。

汽
車
は
富
士
川
の
峽
谷
に
入
り
、
富
士
川
を
左
に
見
下
し
つ
ゝ
、
芝

川
を
經
て
十
島
に
達
す
。

驛
を
出
で
て
靑
年
會
の
木
標
の
敎
ふ
る
ま
ゝ
に
左
折
し
、
線
路
を
過

ぎ
て
又
も
左
折
し
て
渡
舟
に
乘
る
。
舟
夫
、
棹
を
用
ゐ
ず
、
銅
線
を

た
ぐ
り
て
、
舟
を
進
む
、『
西
行
坂
は
ど
の
あ
た
り
に
や
』
と
舟
夫
に

問
ひ
し
に
一
人
の
洋
傘
さ
し
た
る
同
舟
の
男
、素
早
く
差
出
で
て
『
そ

写真 2　西行峠から見た「盆中の富士」
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れ
は
富
士
見
三
景
の
一
な
り
。
彼
處
な
り
』
と
て
、
無
造
作
に
前
方

數
町
の
外
な
る
二
三
の
松
樹
の
立
て
る
小
山
の
頂
を
指
す
。
愚
か
や
、

甲
州
人
士
に
は
斯
く
ば
か
り
一
般
に
知
れ
渡
り
た
る
富
士
見
三
景
を
、

余
は
十
數
年
も
か
ゝ
り
て
、
空
し
く
書
籍
の
上
に
捜
し
た
り
し
也
。

西
行
と
稱
す
る
小
部
落
の
人
家
の
間
よ
り
左
折
し
て
山
田
に
入
り
、

二
町
ば
か
り
に
し
て
右
折
し
、
小
橋
を
渡
り
て
、
山
路
に
就
き
、
僅

か
に
五
六
町
上
れ
ば
、
早
や
頂
上
也
。
古
松
四
株
、
二
株
づ
ゝ
近
く

相
接
し
、
一
方
の
二
株
、
他
の
二
株
と
相
對
し
て
、
關
門
の
觀
を
成

す
。
石
龕
あ
り
て
、
觀
音
を
安
ん
ず
。
富
士
は
と
見
れ
ば
、
圓
味
を

帯
び
た
る
山
と
山
の
間
に
五
六
合
以
上
を
露
は
す
。
そ
の
頂
は
普
通

畫
に
見
る
が
如
く
、三
峯
分
立
す
。雪
を
被
ら
ば
觀
更
に
美
な
る
ベ
し
。

…
中
略
…
今
や
新
道
富
士
川
に
接
し
て
、
山
麓
を
め
ぐ
る
。
あ
た
ら

奇
景
も
、
土
人
の
外
に
は
見
る
人
も
な
し
。
さ
れ
ど
身
延
鐵
道
延
長

し
て
、
西
行
坂
は
十
島
驛
よ
り
數
町
以
内
の
勝
地
と
な
れ
り
。
ゆ
く

く
は
身
延
詣
の
風
流
を
解
す
る
も
の
、
ぼ
つ

く
歩
を
枉
ぐ
る
に

至
る
べ
き
也
。

　

桂
月
は
「
富
士
見
三
景
め
ぐ
り
」
の
中
で
、
鉄
道
の
開
通
に
よ
り
、
西

行
坂
に
右
の
桂
月
の
よ
う
な
旅
行
者
が
増
え
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
西

行
坂
を
富
士
見
三
景
と
す
る
江
戸
以
来
の
名
勝
地
化
、
近
代
の
観
光
地
化

の
流
れ
は
、
山
梨
縣
が
、
昭
和
六
年
に
刊
行
し
た
『
山
梨
県
名
木
誌

（
（（
（

』
に

写
真
入
り
で
「
西
行
坂
の
松
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で

き
る
。
一
方
、
昭
和
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
萬
澤
村
志
』
で
は
西
行
坂
の

地
名
が
、
西
行
峠
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
。

　

平
成
二
年
に
は
、
富
沢
町
教
育
委
員
会
編
『
西
行
峠
の
伝
説
と
文
学

（
（（
（

』

に
西
行
伝
承
が
、
ま
と
め
ら
れ
た
。
平
成
五
年
に
は
、
西
行
峠
に
西
行
公

園
と
西
行
庵
が
建
設
さ
れ
、
平
成
十
年
に
は
、
西
行
峠
の
西
行
公
園
に
、

西
行
の
歌
碑
（
富
士
山
に
向
か
っ
て
左
側
）「
風
に
な
び
く
富
士
の
け
ぶ
り

の
空
に
消
え
て
ゆ
く
へ
も
知
ら
ぬ
わ
が
思
ひ
か
な
」
と
、
日
本
俳
人
協
会

会
長
松
崎
鉄
之
介
の
句
碑
「
友
と
仰
ぐ
盆
中
の
富
士
西
行
忌
」（
富
士
山
に

向
か
っ
て
右
側
）
が
盆
中
の
富
士
を
背
景
に
し
て
建
立
さ
れ
た
。（
写
真
２

参
照
）

　

こ
の
よ
う
に
西
行
坂
（
西
行
峠
）
で
は
、「
盆
中
の
富
士
」
と
い
う
景
観

を
、
西
行
の
歌
と
合
わ
せ
て
、
身
延
山
巡
礼
の
名
所
や
、
県
や
町
が
、
地

域
活
性
化
の
観
光
資
源
と
し
て
利
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
西
行
坂
（
西
行
峠
）
の
伝
承
の
成
立
に
は
、
西
行
坂
を

身
延
山
参
詣
の
道
中
の
名
所
と
な
る
よ
う
に
動
い
た
身
延
山
に
関
係
す
る

宗
教
者
の
関
与
が
考
え
ら
れ
る
。
西
行
坂
に
一
時
、
庵
を
結
ん
だ
先
の
顕

本
寺
末
の
寿
量
坊
と
「
西
行
舊
跡
系
圖
」
に
「
遠
藤
平
助
、
天
保
六
年
即

三
十
六
才
ノ
時
西
行
峠
寿
量
坊
建
立
ニ
付
屋
敷
ヲ
献
上
ス
」
と
あ
る
よ
う

に
、
か
つ
て
は
寿
量
坊
を
支
え
た
遠
藤
家
も
そ
れ
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。

三
、
西
行
峠
と
西
行
戻
し

　

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
高
木
敏
雄
が
著
し
た
『
日
本
傳
説
集

（
（（
（

』
に
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は
、
次
の
よ
う
な
伝
承
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

甲
斐
国
南
巨
摩
郡
西
行
峠
は
、
駿
河
路
か
ら
富
士
川
に
沿
ふ
て
、

甲
斐
へ
出
る
路
で
あ
る
が
、
此
と
こ
ろ
を
、
西
行
峠
と
い
ふ
の
に
は
、

面
白
い
伝
説
が
あ
る
。
昔
、
西
行
法
師
が
歌
修
行
の
た
め
に
、
諸
国

を
め
ぐ
り
、
自
分
の
歌
の
上
手
な
の
を
鼻
に
か
け
、
自
分
よ
り
豪
い

歌
よ
み
が
有
る
も
の
か
、
と
思
い
つ
ゝ
、
此
処
の
山
道
に
差
し
か
ゝ

る
と
、
一
人
の
山
賤
に
遇
っ
た
。
甲
斐
国
に
歌
よ
む
人
が
あ
る
か
、

と
問
ふ
と
、
そ
の
山
賤
が
、
お
前
様
は
歌
を
お
よ
み
成
さ
れ
ま
す
か
、

そ
ん
な
ら
私
も
一
首
や
り
ま
せ
う
、
聞
い
て
下
さ
れ
、
と
云
つ
て
、

　
　
　

イ
キ
ッ
チ
ナ
、
ツ
ボ
ミ
シ
花
ガ
、
キ
ッ
チ
ナ
ニ
、

　
　
　
　
　

ブ
ッ
ピ
ラ
イ
タ
ル
桶
ト
ジ
の
花
、

と
読
ん
だ
、
西
行
法
師
は
、
此
歌
の
意
味
が
解
ら
な
い
の
で
、
驚
い

て
了
つ
て
、
甲
州
で
は
山
賤
さ
え
、
こ
ん
な
歌
を
読
む
位
だ
か
ら
、

中
へ
入
つ
た
ら
、
ど
ん
な
目
に
遇
は
さ
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
今
少
し

修
行
し
た
後
で
、
甲
州
へ
は
来
た
方
が
よ
い
、
と
思
つ
て
、
其
処
か

ら
引
返
し
た
。
だ
か
ら
西
行
峠
の
名
が
出
来
た
の
だ
さ
う
な
。
此
山

賤
の
歌
の
意
味
は
、
往
く
時
に
蕾
ん
で
ゐ
た
花
が
、
帰
る
時
に
は
咲

い
て
ゐ
た
、
と
い
う
こ
と
で
、
桶
と
じ
の
花
と
云
ふ
の
は
、
桜
の
花

の
こ
と
だ
。
桜
の
皮
は
曲
物
を
し
め
る
に
使
ふ
か
ら
、
桜
の
こ
と
を

桶
と
じ
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
…
以
下
略
（
山
中
共
古
君
）

　
『
日
本
傳
説
集
』
に
よ
れ
ば
、
西
行
が
山
賤
の
詠
ん
だ
「
イ
キ
ッ
チ
ナ
、

ツ
ボ
ミ
シ
花
ガ
、
キ
ッ
チ
ナ
ニ
、
ブ
ッ
ピ
ラ
イ
タ
ル
桶
ト
ジ
の
花
」
歌
の

意
味
が
分
か
ら
ず
に
、
そ
こ
か
ら
引
き
返
し
た
こ
と
か
ら
西
行
峠
の
地
名

が
つ
い
た
と
い
う
、
甲
斐
国
南
巨
摩
郡
西
行
峠
の
地
名
由
来
と
し
て
、
山

中
共
古
が
報
告
し
て
い
る
。

　

山
中
共
古
は
、
柳
田
國
男
の
『
石
神
問
答
』
に
お
い
て
往
復
書
簡
の
相

手
を
務
め
た
在
野
の
郷
土
史
家
で
、『
甲
斐
の
落
葉
』
な
ど
数
々
の
著
作
を

残
し
て
い
る
。
山
中
の
報
告
し
た
西
行
峠
の
伝
承
経
路
に
つ
い
て
は
『
日

本
傳
説
集
』
に
記
事
は
な
い
。

　
「
西
行
舊
跡
系
圖
」
や
『
甲
斐
国
志
』
で
は
、
西
行
は
、
西
行
峠
に
庵
を

結
ん
で
歌
を
詠
ん
で
い
る
が
、『
日
本
傳
説
集
』
の
伝
承
で
は
西
行
は
引
き

返
し
て
い
て
、
伝
承
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
山
中
共
古
が
報

告
し
た
『
日
本
傳
説
集
』
の
西
行
峠
の
伝
承
は
、『
甲
斐
の
民
話

（
（（
（

』『
富
沢

町
の
生
活
文
化

（
（（
（

』
に
も
引
用
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
伝
説
研
究
の
た
め
の
総

合
的
資
料
集
『
日
本
伝
説
大
系
』
に
も
収
載
さ
れ
た
。

　
『
甲
斐
の
民
話
』『
富
沢
町
の
生
活
文
化
』
に
は
ま
た
、
西
行
が
、
少
年

の
詠
ん
だ
「
冬
青
む
夏
枯
れ
草
を
刈
り
に
ゆ
く
」
の
歌
の
意
味
が
分
か
ら

ず
に
引
き
返
し
た
と
い
う
伝
承
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
に
も
、『
富
沢
町
の
民
話
と
体
験
記　

第
一
集

（
（（
（

』
に
は
、「
萩
に

は
ね
糞
」、『
富
士
川
谷
物
語

（
（（
（

』
に
は
「
ウ
ル
カ
問
答
」
と
い
っ
た
話
も
記

さ
れ
、
西
行
に
ま
つ
わ
る
口
承
文
芸
資
料
だ
け
で
も
多
様
な
伝
承
と
な
っ

て
い
る
。

　
『
日
本
傳
説
集
』
の
西
行
峠
の
伝
承
は
、
そ
の
内
容
か
ら
す
る
と
西
行
戻

し
の
伝
承
で
あ
り
、
各
地
に
お
い
て
も
、
西
行
が
、
聖
地
と
さ
れ
る
寺
社
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が
あ
る
山
や
地
域
に
入
る
こ
と
が
で
き
ず
に
引
き
返
す
と
い
う
話
に
な
っ

て
い
る
。

　

筆
者
も
宮
城
県
遠
田
郡
涌
谷
町
箟
岳
に
あ
る
箟
峯
寺
の
西
行
戻
し
伝
承

に
つ
い
て
他
山
支
配
と
な
っ
た
一
山
の
修
験
が
山
か
ら
追
放
さ
れ
る
事
件

を
西
行
戻
し
の
伝
承
の
背
景
に
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る

（
（（
（

。

　
「
西
行
舊
跡
系
圖
」『
萬
澤
村
誌
』
に
は
、
江
戸
後
期
に
、
西
行
峠
に
寿

量
坊
、
西
行
峠
の
麓
の
西
行
村
に
は
、
大
玄
坊（

（（
（

と
い
う
身
延
山
の
末
端
寺

院
が
あ
っ
た
記
事
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
明
治
の
初
め
に
廃
坊
と
な
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
西
行
峠
の
西
行
戻
し
伝
承
の
背
景
に
、
西
行
峠
か
ら
下

山
し
た
（
戻
さ
れ
た
）
寿
量
坊
の
廃
坊
を
垣
間
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
。
西
行
峠
の
寿
量
坊
に
あ
っ
た
西
行
の
石
像
（
写
真
１
参
照
）
が
、

廃
坊
後
、
峠
を
下
っ
て
ふ
も
と
の
大
玄
坊
に
移
さ
れ
た
こ
と
も
そ
れ
を
暗

示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
遠
藤
家
蔵
「
西
行
舊
跡
系
圖
」
を
中
心
に
、「
西
行
舊
跡
系
圖
」

を
作
っ
た
遠
藤
憲
次
、
和
歌
の
家
と
し
て
の
遠
藤
家
、
遠
藤
家
と
寿
量
坊

に
つ
い
て
、
ま
た
、
西
行
坂
と
富
士
見
西
行
の
伝
承
で
は
、「
盆
中
の
富
士
」

と
い
う
景
観
を
西
行
の
歌
と
合
わ
せ
て
、
身
延
山
巡
礼
の
名
所
や
、
県
や

町
が
、
地
域
の
観
光
資
源
と
す
る
伝
承
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
西
行
峠
の

西
行
戻
し
伝
承
で
は
、
明
治
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
る
寿
量
坊
の
廃
坊
の
歴
史

を
、
そ
の
伝
承
の
背
景
に
考
え
た
。

　

現
在
、
南
部
町
に
伝
承
さ
れ
る
多
様
な
西
行
伝
承
は
、「
西
行
舊
跡
系
圖
」

と
い
っ
た
家
（
遠
藤
家
）
の
伝
承
、
西
行
峠
の
富
士
見
西
行
と
い
う
身
延

山
に
至
る
名
所
と
し
て
の
公
（
県
、
町
が
関
わ
る
）
の
伝
承
、
西
行
戻
し

伝
承
を
地
域
の
伝
承
と
し
て
話
す
庶
民
の
伝
承
と
い
っ
た
立
場
に
よ
っ
て

西
行
伝
承
は
そ
の
位
相
を
異
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
西
行
峠
を
め
ぐ
る
西
行
伝
承
成
立
の
背
景
に
は
、
遠
藤
家
と
寿

量
坊
、
身
延
山（

（（
（

と
の
関
わ
り
が
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
の
解
明
は
今
後
の
課

題
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
多
様
な
西
行
を
め
ぐ
る
伝
承
を
、
西
行
地
域
の
人
々
は
、
い

ず
れ
も
否
定
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
地
域
の
地
名
か
ら

し
て
西
行
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
西
行
地

区
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
ど
の
西
行
伝
承
も
、
地
域
と
西
行
と
を
結
ぶ
大

切
な
伝
承
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
注（

１
）	「
西
行
舊
跡
系
圖
」
の
簡
単
な
書
誌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
所

蔵
、南
部
町
万
沢
字
西
行
、遠
藤
澄
江
家
蔵
。
②
形
態
、写
本
、綴
葉
、

一
帖
。
③
時
代
、
大
正
九
年
写
。
④
寸
法
、
縦
二
七
糎
、
横
二
○
糎
。

⑤
外
題
、系
圖
。⑥
内
題
、西
行
舊
跡
系
圖　

上
街
道
記
録
。⑦
料
紙
、

和
紙
。
⑧
丁
数
、
墨
付
本
文
、
一
四
丁
。

	
ま
た
、
遠
藤
澄
江
家
に
は
、
西
行
の
位
牌
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

位
牌
に
は
「
建
久
九
年　

佐
藤
院
殿
西
行
圓
位
法
師　

二
月
十
五

日
卒
」
と
あ
る
。
高
さ
、
五
三
糎
、
巾
、
一
八
糎
、
奥
行
、
七
・
五
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糎
で
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
頃
に
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。「
西
行

舊
跡
系
圖
」
に
「
遠
藤
憲
次
、
明
治
二
十
四
年
旧
弐
月
十
五
日　

西

行
法
師
第
七
○
○
年
忌
供
養
ス
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
折
、
作
ら
れ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
現
在
は
、
南
部
町
万
沢
に
あ
る
日
蓮
宗
長

寿
山
顕
本
寺
に
預
け
ら
れ
、
供
養
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）	『
尊
卑
分
脈
』
秀
郷
流
に
「
秀
行
」
の
名
が
見
え
る
が
、詳
細
は
不
明
。

（
３
）	

佐
野
幸
知
『
萬
澤
村
誌
』
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
記
さ
れ
た

西
行
の
伝
承
歌
で
は
、「
甲
斐
か
根
に
き
つ
ゝ
な
れ
に
し
旅
衣
春
雨

し
の
く
松
の
し
た
か
げ
」
と
な
っ
て
い
て
「
西
行
舊
跡
系
圖
」
の

歌
と
は
下
の
句
が
一
部
異
な
っ
て
い
る
。

（
４
）	「
万
沢
村
明
細
帳
」
享
和
二
年
（
一
八
○
二
）（『
山
梨
県
史
資
料
叢

書　

村
明
細
帳　

巨
摩
郡
編
』
一
九
九
六
、
山
梨
県
）
に
、

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萩
原
孫
四
郎
様

	

　
　

西
御
丸
様　
　
　
　
　

戸
倉
小
左
衛
門
様

	

　
　
　

御
検
地
御
奉
行
様　

太
田
甚
兵
衛
様

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井
半
兵
衛
様

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
斐
国
巨
摩
郡

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
沢
村

	

と
あ
り
、「
西
行
舊
跡
系
圖
」
に
「
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）

二
十
七
代
目
、
遠
藤
又
兵
衛
、
所
有
地
縄
受
、
当
時
役
人
、
萩
原

孫
四
郎
の
尋
ね
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
西
行
来
遊
を
記
し
た
当
家
系

図
を
差
し
出
す
」
と
記
事
の
あ
る
萩
原
孫
四
郎
の
名
前
が
見
え
る
。

（
５
）	

西
行
と
い
う
地
名
に
つ
い
て
は
、『
富
沢
町
誌　

上
』（
二
○
○
二　

富
沢
町
）
第
三
章 

近
世
に
、
宝
永
二
年
（
一
七
○
五
）「
万
沢
村
諸

色
明
細
帳
」
に
「
一
百
姓
林
八
ヶ
所　

西
行
・
越
戸
・
上
横
沢
・
森
山
・

平
山
・
下
横
沢
・
松
山
・
権
現
堂
」
の
記
事
が
あ
る
。
ま
た
、「
西

行
舊
跡
系
圖
」
に
は
、「
寛
文
十
年
（
一
六
七
○
）
二
月
中
旬
、
系

図
を
見
た
役
人
が
旧
跡
に
感
じ
て
、
上
越
度
村
を
西
行
村
へ
、
上

越
度
山
を
西
行
峠
へ
と
、地
名
が
変
更
さ
れ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

	

『
日
本
歴
史
地
名
大
系　

第
一
九
巻　

山
梨
県
の
地
名
』「
西
行
坂
」

の
項
に
は
「
西
行
と
い
う
地
名
は
も
と
も
と
行
商
人
に
由
来
す
る

と
思
わ
れ
る
」
と
あ
る
。

（
６
）	

寿
量
坊
に
つ
い
て
、「
西
行
舊
跡
系
圖
」
に
は
「
遠
藤
平
助
、
天
保

六
年
即
三
十
六
才
ノ
時
西
行
峠
寿
量
坊
建
立
ニ
付
屋
敷
ヲ
献
上
ス
」

と
あ
り
、佐
野
幸
知
『
萬
澤
村
誌
』
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
は
、

「
又
此
の
西
行
峠
に
明
治
初
年
前
迄
は
壽
量
坊
と
云
ふ
坊
舍
あ
り
安

永
九
年
西
行
村
縫
右
衞
門
氏
身
延
四
十
七
代
日
豐
上
人
御
入
山
の

砌
御
茶
の
接
待
し
た
る
に
つ
き
坂
本
尊
を
賜
り
し
よ
り
壽
量
坊
を

建
立
す
後
數
代
明
治
七
年
廢
坊
跡
は
畑
と
な
れ
り
」
と
あ
る
。

	

遠
藤
家
は
、
寿
量
坊
が
廃
坊
す
る
以
前
は
西
行
峠
で
茶
屋
を
や
っ

て
い
た
と
い
う
話
（
遠
藤
信
一
郎
（
昭
和
六
年
生
）
談
）
も
あ
る
。

ま
た
、
寿
量
坊
廃
坊
後
、「
西
行
舊
跡
系
圖
」
末
尾
の
余
白
に
「
西

行
峠　

明
治
三
十
七
年
三
月　

蜜
柑
植
付
」
と
あ
る
よ
う
に
蜜
柑
畑

を
作
っ
て
い
る
。

（
７
）	

佐
野
幸
知
『
萬
澤
村
誌
』
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
は
、
明
治

三
十
二
年
四
月
と
明
治
三
十
六
年
四
月
に
、
収
入
役
と
し
て
遠
藤
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憲
次
の
名
前
が
見
え
る
。

（
８
）	

遠
藤
利
明
『
無
記
の
こ
こ
ろ
』
昭
和
五
九
年
、
自
刊
。

（
９
）	『
山
梨
鑑
』
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）　

山
梨
鑑
編
纂
局
。

（
10
）	
深
草
元
政
『
身
延
道
の
記
』（『
身
延
道
の
記
』
一
九
七
一　

瑞
光
寺
）

に
「
廿
五
日
、
万
沢
を
出
て
坂
あ
り
。
馬
、
を

（
お
）ふ

も
の
ゝ
い
は
く
、

此
坂
を
西
行
ざ
か
と
申
す
。
こ
の
松
は
西
行
の
松
と
申
す
と
い
ふ
。

歌
な
ど
、
あ
ら
ん
と
お
も
へ
ど
、
と
は
ん
よ
し
な
し
。」
と
あ
る
。

（
11
）	

加
賀
美
遠
清
『
甲
陽
随
筆
』（『
甲
斐
叢
書
』
二
巻　

一
九
七
四　

第
一
書
房
）
に
、「
巨
摩
郡
西
行
村
之
事　

一
巨
摩
郡
川
内
領
萬
澤

村
、

三
百
三
十
三

石
五
斗
一
升

枝
鄕
西
行
村
と
云
は
、
昔
西
行
法
師
駿
河
國
興
津
川
の

入
獅
子
糸
通
よ
り
甲
斐
國
へ
來
り
右
村
に
庵
室
を
結
ひ
て
暫
く
住

た
る
故
に
西
行
村
と
申
よ
し
、
右
村
よ
り
福
士
村
へ
通
る
往
還
の

道
に
、
西
行
坂
、
西
行
松
と
て
舊
跡
有
之
、」
と
あ
る
。

（
12
）	『
甲
斐
国
志
』
に
記
さ
れ
た
、
失
わ
れ
た
西
行
峠
の
西
行
像
以
外
に
、

現
在
、
富
士
見
西
行
の
石
像
は
、
南
部
町
万
沢
字
西
行
、
遠
藤
澄

江
氏
宅
庭
の
小
祠
と
、
大
玄
坊
跡
の
小
祠
に
あ
る
。
現
在
、
大
玄

坊
に
あ
る
西
行
像
は
、
西
行
峠
に
あ
っ
た
寿
量
坊
の
も
の
を
移
動

し
た
と
い
う
（
遠
藤
武
志
（
昭
和
八
年
生
）
談
）。

	

『
富
沢
町
誌　

下
』（
二
○
○
二　

富
沢
町
）
第
三
章 

民
間
信
仰　

第
五
節 

近
世
以
降
の
石
造
物
「
弘
法
大
師
・
西
行
法
師
」
の
項
で
は
、

「
西
行
集
落
内
に
は
祖
師
堂
と
個
人
宅
庭
に
西
行
像
が
祀
ら
れ
て
い

る
。
様
々
な
法
難
に
会
い
な
が
ら
旅
行
く
聖
者
と
し
て
の
日
蓮
像

を
西
行
法
師
に
重
ね
、
来
訪
神
と
し
て
の
霊
験
に
期
待
す
る
信
仰

か
ら
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
あ
る
。

（
13
）	

富
士
見
西
行
を
描
い
た
も
の
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
画
家
、

狩
野
守
信
（
探
幽
）、
尚
信
、
安
信
ら
が
描
い
た
と
さ
れ
る
「
富
士

見
西
行
図
」
等
、
が
あ
る
。

（
14
）	『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
七
、
雑
歌
中
に
、「
あ
づ
ま
の
方
へ
修

行
し
侍
り
け
る
に
、
富
士
の
山
を
よ
め
る
」
と
い
う
詞
書
と
と
も

に
載
っ
て
い
る
歌
で
あ
る
。

（
15
）	『
月
刈
藻
集
』
下
（『
續
群
書
類
從　

第
三
十
三
輯
上　

雜
部
』
訂

正
三
版　

一
九
五
八　

續
群
書
類
從
完
成
會
）
に
は
、「
風
に
な
び

く
」
の
初
句
を
藤
原
俊
成
が
直
し
た
と
い
う
次
の
よ
う
な
説
話
が

あ
る
。

	

　
　

人
語
云
。
西
行
法
師
カ
詠
テ
云
。

ス
ル
カ
ナ
ル
富
士
ノ
煙
ノ
空
ニ
キ
ヘ
テ
行
衛
モ
シ
ラ
ヌ
ワ

カ
心
哉

此
歌
俊
成
ニ
ミ
セ
奉
リ
ケ
ル
ニ
。
フ
ジ
ト
イ
ヘ
ル
ニ
ス
ル
カ

ナ
ル
ト
侍
ル
。
口
惜
キ
名
所
哉
ト
仰
ア
リ
シ
ニ
。
西
行
如
何

置
ヘ
キ
歟
。
俊
成
又
云
。
富
士
ハ
日
本
ノ
寶
跡
ナ
レ
ハ
。
ス

ル
カ
ト
イ
ワ
デ
モ
ヨ
シ
。
風
ニ
ナ
ビ
ク
ト
ア
リ
タ
キ
ニ
コ
ソ

ト
申
サ
レ
シ
カ
ハ
。
西
行
大
キ
ニ
ヨ
ロ
コ
ン
テ
ナ
ヲ
シ
書
付

置
タ
リ
。

（
16
）	
大
町
桂
月
「
富
士
見
三
景
め
ぐ
り
」（『
桂
月
全
集
』
第
二
巻　

一
九
二
六　

興
文
社
）。

（
17
）	『
山
梨
県
名
木
誌
』
一
九
三
一　

山
梨
縣
。
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（
18
）	『
西
行
峠
の
伝
説
と
文
学
』
一
九
九
○　

富
沢
町
教
育
委
員
会
編
。

（
19
）	

高
木
敏
雄
『
日
本
傳
説
集
』（『
日
本
傳
説
集
』
第
二
刷
（
修
正
版
）　

一
九
七
五　

宝
文
館
出
版
）。
山
中
共
古
報
告
と
同
様
の
話
を
、
筆

者
は
西
行
地
区
に
住
む
、
渡
辺
正
次
（
大
正
五
年
生
）、
ぎ
ん
（
大

正
十
年
生
）
夫
妻
か
ら
二
○
○
八
年
十
月
二
七
日
の
採
訪
の
折
、
お

聞
き
し
た
。

（
20
）	

土
橋
里
木
『
甲
斐
の
民
話
』
一
九
五
九　

未
来
社
。

（
21
）	『
富
沢
町
の
生
活
文
化
』
富
沢
町
誌
編
纂
資
料
第
五
集　

一
九
七
六

　

富
沢
町
教
育
委
員
会
編
。

（
22
）	『
富
沢
町
の
民
話
と
体
験
記　

第
一
集
』
一
九
八
○　

富
沢
町
教
育

委
員
会
編
。

（
23
）	

加
藤
為
夫
『
富
士
川
谷
物
語
』
一
九
八
七　

山
梨
日
日
新
聞
社
。

（
24
）	

小
堀
光
夫
「
箟
岳
の
西
行
伝
承
」（『
菅
江
真
澄
と
西
行
伝
承
』
二

○
○
七　

岩
田
書
院
）
を
参
照
。

（
25
）	

大
玄
坊
は
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
の
書
上
『
甲
斐
国
社
記
寺

記
』
に
よ
れ
ば
、
日
蓮
宗
の
本
山
、
身
延
山
久
遠
寺
に
連
な
る
万

沢
地
区
に
あ
る
長
寿
山
顕
本
寺
の
末
寺
で
、佐
野
幸
知
『
萬
澤
村
誌
』

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
は
、「
又
當
區
に
大
玄
坊
と
稱
し
何
れ

の
時
代
よ
り
存
在
あ
り
し
や
詳
な
ら
ず
と
雖
ど
も
文
政
二
年
十
月

長
州
吉
敷
郡
の
住
人
是
信
坊
日
眞
及
源
波
馬
長
の
兩
人
祖
師
尊
躰

を
彫
刻
し
茲
に
安
置
し
た
る
も
の
な
り
と
云
ふ
（
西
行
太
郎
兵
衞

君
宅
古
書
）
後
文
政
九
年
七
月
身
延
五
十
六
代
日
晴
上
人
よ
り
當

坊
居
住
大
玄
坊
大
玄
日
德
上
人
時
代
大
玄
坊
と
命
號
す
と
あ
り
其

後
明
治
七
年
廢
坊
す
跡
は
夜
學
校
に
な
し
た
り
し
が
昭
和
二
年
春

祖
師
日
蓮
上
人
元
の
尊
躰
を
駿
州
江
尻
地
方
よ
り
迎
ひ
茲
に
安
置

し
又
元
の
大
玄
坊
と
せ
り
」
と
あ
る
。

（
26
）	

西
行
が
身
延
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
は
「
雨
し
の
ぐ
身
延
の
郷
の
か

き
柴
に
巣
立
ち
は
じ
む
る
鶯
の
こ
ゑ
」（
夫
木
抄
）
が
あ
る
。

付
記

	

山
梨
県
南
部
町
採
訪
に
際
し
て
、
鍋
田
幹
雄
氏
、
遠
藤
澄
江
さ
ん

を
は
じ
め
と
し
た
西
行
地
区
の
皆
さ
ん
、
南
部
町
立
富
沢
図
書
館

の
司
書
の
方
々
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

（
こ
ぼ
り
・
み
つ
お
／
國
學
院
大
學
兼
任
講
師
）


